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⼭梨⼤学

前期ではソフトウェアの授業だけでなく、ハードウェアの授業も履修したので、ハードウェア
のことについてもいろいろ勉強できました。⼤学から電⼦部品を借りて、授業のときに回路の
設計や実装などに取り組み、⾯⽩い授業でした。設計または実装が難しい回路もあって、完成
するのに結構時間がかかった時もありましたが、時間をかけてやっとできたという達成感も
あったので、いいと思います。また、基礎電気理論という授業も履修しました。この授業が
ハードウェアにもすこし関連しているため、将来役⽴つかもしれないと思って履修しました。
⾃分は物理が苦⼿で電気のことについてもよくわかりませんが、先⽣が毎回の講義に詳しく説
明してくれていたので、理解もしやすくなりました。
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⽒名（ＮＡＭＥ） �

所属⼤学名 �

前期が終了しました。前期の学習を振り返り、特に学んで良かった講義についてく
わしく教えてください。（���字以上） �
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前期で履修したもっとも苦労した講義は情報理論という講義でした。この授業では情報や通信
の符号化や誤り検出などに関する分野であり、勉強したことのない内容ばかりでした。この授
業では、オンライン講義があまりなく、多くても��分か��分ぐらいの簡単な説明だけなの
で、学⽣が⾃ら講義ビデオを⾒て学習していくことになっていました。そのため、結構苦労し
ました。しかし、復習しているときは友達と⼀緒に相談しあっていたので、お互いの知らない
ことを補い合うことができました。ですから、理解できなかった部分も理解できるようになり
ました。

後期では前期と同様に、オンライン形式で授業が⾏われることになりました。そのため、前期
のように⾃⼒で課題に取り組むことも求められるでしょう。ですから、こういう状況でも圧倒
されず、できるだけ全⼒を尽くしてやっていきたいと思います。
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前期の講義でもっとも学習に苦労した講義についてくわしく教えてください。
（���字以上） �

後期に向けての抱負を述べてください（勉強、部活、アルバイト、⽣活⾯など、な
んでもかまいません）。 �
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